
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和７年（2025）３月をもって、羽生市立三田

ヶ谷小学校は閉校となりました。 

三田ヶ谷公民館では、同校の思い出をたどるささ

やかな展示コーナーを設けました。 

公民館にお立ち寄りの際、小学校のなつかしい思

い出を振り返りませんか？ 

 

開催日：令和７年８月１日よりスタート 

場 所：三田ヶ谷公民館２階の通路 

展示資料：寄せ書き、閉校記念品、学校だより「さいづか」、校旗、学校周辺の大地図等 

 

三田ヶ谷小学校に関係するもので、展示が可能な資料がありましたら、公民館へ  

お譲りください。資料によっては、お引き取りできないものもありますので、あらかじめ

ご了承ください。 

なお、展示にあわせて「三田ヶ谷小学校クイズ」を用意しました！ 

展示を見ながら、やさしい問題から難問までチャレンジしてみませんか？ 

参加者全員に“認定証”をお渡しします！！ 

 

 

 2 館(村君、三田ヶ谷)共催  ミ ニ は に わ 作 り 講 座  

日時：9月 27日（土）午前 10時～12時  

費用：200円  場所：村君公民館 

対象・定員：市内在住、在勤、在学の方。12名（先着順） 

      ※小学生未満は、保護者同伴 

持ち物：タオル、エプロン、持ち帰り用ビニール袋 

申込み：8月 9日(土)から費用を添えて、村君公民館（５６５－３５３８）へ 

 

令 和  ７ 年 ８ 月 １ 日 

発行  三田ヶ谷公民館  

TEL ５６５－００４０ 



新槐堀川は、埼玉県内

でも有数の難しい漢字

を使った河川名という

ことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「いいでぇー！！三田ヶ谷！ ～歴史と文化～」 

(第１５回 新槐堀川の起点) 

喜右エ門新田地内を流れる川の傍らに、ポツンと建つ石碑があります。そこには、「一級

河川 新槐堀川 起点」という文字が刻まれています。石碑の建つ場所が、新槐堀川（しんさ

いかちほりかわ）の出発点ということになります。 

ただ、そこから突然川が始まるわけではありません。北から流れてきた「上村上の落排

水路」が、石碑の地点から「新槐堀川」と名称を変えるのです。 

川や用排水路の歴史は複雑です。一例として、明治４５年３月の地図に用排水路を落と

した図（『羽生領水利史』）を見ると、新槐堀川の名称は存在せず、安藤堀悪水路や前沼落

悪水路、槐堀悪水路が流れ、東流していたことがわかります。合流や分岐によって川の名

が変わり、流路にしても過去の流れとそっくりそのままというわけではありません。新た

な開削などによって整備され、「新槐堀川」と呼ばれるようになったのは、昭和初期という

ことです。 

現在の新槐堀川は、旧大利根町（現加須市）で中川に合流しています。起点の石碑は、

喜右エ門新田の田園の中にあり、注意しなければ見落としてしまうでしょう。小さな石碑

ではありますが、耳を澄ませば、雄大な川の物語が聞こえてくるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

はつらつ教室 

日 時：８月２２日（金） 午前１０時～１１時 

持ち物：タオル・飲み物 

場 所：三田ヶ谷公民館和室 

問い合わせ 健康づくり推進課 

※８月の「健康運動教室」はお休みです。 

８月の公民館休館日 

公民館主事：高鳥 


